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井
上
靖
「
明
妃
曲
」
論

―
匈
奴
へ
の
憧
れ
の
物
語
―

蘇
　
　
　
　
　
洋

一　

は
じ
め
に

　
「
明
妃
曲
」
は
昭
和
三
十
八
年
二
月
（
一
九
六
三
年
二
月
）
の
雑
誌
『
オ
ー

ル
読
物
』
に
発
表
さ
れ
た
井
上
靖
の
短
編
小
説
で
あ
る
。「
明
妃
曲
」
は
、
匈

奴
に
憧
れ
た
田
津
岡
竜
英
が
同
じ
く
匈
奴
に
惹
か
れ
て
い
る
「
私
」
に
、
中

国
か
ら
匈
奴
に
嫁
い
だ
王
昭
君
に
関
す
る
新
資
料
を
紹
介
す
る
と
い
う
内
容

の
作
品
で
あ
る
。

　

匈
奴
は
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
存
在
し
た
遊
牧
民
族
お
よ
び
、
そ
れ
が
中
核

に
な
っ
て
興
し
た
遊
牧
国
家
で
あ
る
。
匈
奴
が
ど
ん
な
民
族
だ
っ
た
か
と
い

う
こ
と
に
関
し
て
は
、『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
に
「
匈
奴
は
、
そ
の
先
祖
が
夏
后

氏
の
後
裔
で
、
そ
の
名
を
淳
維
と
い
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
家
畜
の
多
く
は

馬
・
牛
・
羊
で
、
特
殊
な
も
の
と
し
て
は
、
駱
駝
・
驢
馬
・
騾
馬
・
駃
騠
・

騊
駼
・
驒
奚
な
ど
が
あ
っ
た
。
水
や
草
を
追
う
て
遊
牧
し
、
城
廓
も
定
住
地

も
農
耕
の
生
業
も
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
は
あ
っ

た）
（
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
匈
奴
の
人
々
は
「
壮
健
を
貴
び
、
老
弱

を
賤
し）

（
（

」
む
と
い
う
思
想
を
持
っ
て
い
た
。
匈
奴
は
北
の
遊
牧
民
族
の
中
で
、

大
き
な
勢
力
を
持
ち
、
西
域
の
小
国
を
撃
ち
な
が
ら
、
中
国
へ
も
侵
入
し
た
。

秦
の
時
代
に
、
匈
奴
は
遊
牧
騎
馬
民
族
の
大
帝
国
を
築
い
た
。
遊
牧
民
族
・

匈
奴
と
定
住
民
族
・
中
国
が
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
情
勢
と
な
っ
た
。

　

中
国
は
匈
奴
に
対
し
て
、
征
伐
や
、
和
親
な
ど
の
策
を
施
し
た
。
和
親
政

策
と
い
う
と
、
王
昭
君
の
こ
と
を
思
い
出
す
人
が
多
い
。
王
昭
君
は
漢
元
帝

の
後
宮
の
女
性
で
あ
る
。
漢
元
帝
は
匈
奴
に
対
し
懐
柔
政
策
を
と
っ
た
の
で
、

王
昭
君
を
後
宮
か
ら
出
し
て
単
于
に
与
え
た
。
王
昭
君
の
こ
と
が
記
さ
れ
る

史
書
は
『
漢
書
』
と
『
後
漢
書
』
で
あ
る
。『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
に
は
、
王
昭

君
に
関
す
る
記
述
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

單
于
自
言
願
壻
漢
氏
以
自
親　

元
帝
以
後
宮
良
家
子
王
牆
字
昭
君
賜
單

于
（
中
略
）



一
七
二

王
昭
君
號
寧
胡
閼
氏　

生
一
男
伊
屠
智
牙
師　

爲
右
日
逐
王　
（
中
略
）

呼
韓
邪
死　

雕
陶
莫
皋
立　

爲
復
株
叅
若
鞮
單
于
（
中
略
）
復
株
叅
單

于
復
妻
王
昭
君　

生
二
女
長
女
云
爲
須
ト
居
次　

小
女
爲
當
于
居
次）

（
（

翻
訳　

単
于
は
み
ず
か
ら
申
し
出
て
漢
氏
の
女
婿
と
な
り
み
ず
か
ら
親
善
す

る
こ
と
を
願
う
た
。
元
帝
は
後
宮
に
お
る
良
家
の
子
王
牆
、
字
は
昭
君

と
い
う
者
を
単
于
に
賜
う
た
。（
中
略
）

　

王
昭
君
は
寧
胡
閼
氏
と
号
し
、
伊
屠
智
牙
師
と
い
う
男
子
一
人
を
生

み
、
こ
れ
が
右
日
逐
王
と
な
っ
た
。（
中
略
）
呼
韓
邪
が
死
ぬ
と
、
雕
陶

莫
皋
が
立
っ
て
復
株
叅
若
鞮
単
于
と
な
っ
た
。（
中
略
）

　

復
株
叅
単
于
は
ま
た
王
昭
君
を
妻
と
し
、
二
女
を
得
た
。
長
女
云
を

須
ト
居
次
と
し
、
次
女
を
当
于
居
次
と
し
た）

（
（

。

　
『
漢
書
』
か
ら
は
、
元
帝
に
見
初
め
ら
れ
ず
に
い
た
王
昭
君
が
元
帝
の
命
に

従
っ
て
、
呼
韓
邪
単
于
に
嫁
ぎ
、
彼
の
死
後
、
次
の
単
于
（
呼
韓
邪
単
于
の

息
子
）
に
再
度
嫁
い
だ
こ
と
と
、
三
人
の
子
を
も
う
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、『
後
漢
書
』
で
は
、『
漢
書
』
と
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。
以
下

に
引
用
す
る
。

　

昭
君
字
嬙
、
南
郡
人
也
。
初
元
帝
時
以
良
家
子
選
入
掖
庭
。
時
呼
韓

邪
来
朝
、
帝
勑
以
宮
女
五
人
賜
之
。
昭
君
入
宮
數
歳
、
不
得
見
御
、
積

悲
怨
、
乃
請
掖
庭
令
求
行
。
呼
韓
邪
臨
辭
大
會
、
帝
召
五
女
以
示
之
。

昭
君
豐
容
靚
飾
、
光
明
漢
宮
、
顧
景
裴
回
、
竦
動
左
右
。
帝
見
大
驚
、

意
欲
留
之
、
而
難
於
失
信
、
遂
與
匈
奴
。
生
二
子
。
及
呼
韓
邪
死
、
其

前
閼
氏
子
代
立
、
欲
妻
之
。
昭
君
上
書
求
歸
、
成
帝
勑
令
從
胡
俗
、
遂

復
爲
後
單
于
閼
氏
焉
。

翻
訳　

昭
君　

字
は
嬙
、
南
郡
の
人
な
り
。
初
め　

元
帝
の
時
に
良
家
の
子

な
る
を
以
て
選
ば
れ
て
掖
庭
に
入
る
。
時
に
呼
韓
邪　

来
朝
し
、
帝
勑

し
て
宮
女
五
人
を
以
て
之
に
賜
ふ
。
昭
君　

宮
に
入
る
こ
と
數
歳
な
る

も
、
御
せ
ら
る
る
こ
と
を
得
ず
、
悲
怨
を
積
み
た
れ
ば
、
乃
ち
掖
庭
令

に
請
ひ
て
行
か
ん
こ
と
を
求
む
。
呼
韓
邪　

辭
す
る
に
臨
み
て
大
い
に

會
し
、
帝　

五
女
を
召
し
て
以
て
之
に
示
す
。
昭
君
の
豐
容
靚
飾
た
る

は
、
漢
宮
に
光
り
明
き
、
景
を
顧
み
て
裴
回
し
、
左
右
を
竦
動
せ
し
む
。

帝　

見
て
大
い
に
驚
き
、
意
は
之
を
留
め
ん
と
欲
せ
し
も
、
而
る
に
信

を
失
は
ん
こ
と
を
難
り
、
遂
に
匈
奴
に
與
ふ
。
二
子
を
生
む
。
呼
韓
邪　

死
す
る
に
及
び
て
、
其
の
前
の
閼
氏
の
子　

代
は
り
立
ち
、
之
を
妻
と

せ
ん
と
欲
す
。
昭
君　

上
書
し
て
歸
ら
ん
こ
と
を
求
め
し
も
、
成
帝　

勑

し
て
胡
の
俗
に
從
は
し
め
、
遂
に
復
た
後
の
單
于
の
閼
氏
と
爲
る）

（
（

。

　
『
漢
書
』
で
は
名
は
牆
、
字
は
昭
君
で
あ
る
が
、『
後
漢
書
』
で
は
名
は
昭

君
、
字
は
嬙
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
後
漢
書
』
で
は
、
王
昭
君
は
元
帝
に

見
初
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
「
悲
怨
」
の
思
い
を
募
ら
せ
、
自
ら
匈
奴
の
地
に

行
く
こ
と
を
申
し
出
た
こ
と
と
、
王
昭
君
が
次
の
単
于
に
嫁
ぐ
こ
と
に
抵
抗

し
、
漢
に
戻
る
こ
と
を
希
望
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
漢
書
』
と
『
後

漢
書
』
を
比
べ
る
と
、『
漢
書
』
の
方
が
王
昭
君
に
関
す
る
記
述
が
少
な
い
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し
、
両
者
で
異
な
る
箇
所
も
あ
る
。
そ
の
謎
め
い
た
境
遇
に
興
味
を
持
っ
た

こ
と
で
、
中
国
の
詩
人
及
び
作
家
は
こ
の
王
昭
君
の
話
を
題
材
と
し
て
多
く

の
作
品
を
創
作
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
国
の
詩
と
小
説
の
中
で
は
、
漢
の
王
昭

君
が
単
于
に
嫁
し
た
こ
と
が
、
悲
劇
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国

で
は
、
王
昭
君
は
悲
し
い
運
命
を
持
っ
て
い
る
ヒ
ロ
イ
ン
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

王
昭
君
の
悲
劇
の
物
語
は
中
国
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
で
も
雅
楽
に
伝
え

ら
れ
、
能
楽
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
井
上
靖
は
エ
ッ

セ
イ
「
西
域
に
招
か
れ
た
人
々
」
に
お
い
て
「
西
域
に
関
係
し
た
悲
劇
で
最

も
有
名
な
も
の
は
王
昭
君
の
伝
説
で
あ
る）

（
（

」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、「
明
妃

曲
」
で
は
、
田
津
岡
竜
英
の
示
し
た
新
資
料
の
中
で
、「
元
帝
を
憎
み
、
匈
奴

の
若
者
を
愛
し
た
」
と
い
う
匈
奴
に
憧
れ
て
い
た
王
昭
君
像
が
記
さ
れ
て
い

る
。
井
上
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
王
昭
君
像
を
創
作
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
作
品
中
で
何
回
も
描
く
「
貧
相
」
な
体
躯
を
持
っ
て
い

た
が
、
精
神
的
に
匈
奴
の
よ
う
な
「
古
代
の
遊
牧
民
族
の
持
っ
た
端
倪
す
べ

か
ら
ざ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
鑽
仰
の
念
を
抱
い
た
田
津
岡
竜
英
の
姿
と
深
く

か
か
わ
っ
て
い
る
。
さ
て
、「
明
妃
曲
」
の
結
末
に
は
、
田
津
岡
竜
英
が
大
陸

の
戦
争
で
戦
死
し
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九

三
七
年
）
に
井
上
が
二
等
兵
と
し
て
中
国
行
軍
体
験
を
行
っ
た
こ
と
が
色
濃

く
表
れ
て
い
る
。

　

井
上
靖
の
「
明
妃
曲
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
赵
建

萍
の
「
试
分
析
井
上
靖
『
明
妃
曲
』
中
的
昭
君
形
象）

（
（

」
の
み
で
あ
る
。
先
行

研
究
で
は
、
井
上
が
戦
後
の
自
由
を
求
め
た
女
性
を
象
徴
す
る
た
め
に
、
自

由
と
愛
情
を
追
求
す
る
王
昭
君
を
描
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
と
は
違
っ
た
観
点
か
ら
、
作
品
の
中
の
匈
奴
及
び

王
昭
君
に
関
す
る
記
述
と
中
国
の
史
料
を
比
較
し
て
、
井
上
が
創
作
し
た
箇

所
を
指
摘
す
る
。「
明
妃
曲
」
の
中
で
、「
私
」
と
田
津
岡
竜
英
が
匈
奴
に
憧

れ
る
理
由
を
考
え
て
い
き
、
ど
の
よ
う
な
王
昭
君
像
が
描
か
れ
て
い
る
か
。

王
昭
君
の
故
事
を
通
し
て
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
か
を
論
究
す
る
。
そ
し
て
、

田
津
岡
竜
英
の
結
末
と
井
上
の
行
軍
体
験
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二　

匈
奴
に
憧
れ
て
い
た
「
私
」
と
田
津
岡
竜
英

　
「
明
妃
曲
」
の
冒
頭
に
は
、「
学
生
時
代
に
匈
奴
に
憑
か
れ
る
一
時
期
を
持

っ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
匈
奴
に
関
す
る
中
国
史
料
と
比

較
し
、
匈
奴
と
い
う
国
家
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、「
私
」
と
田
津
岡

竜
英
が
匈
奴
に
憧
れ
る
理
由
を
分
析
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
匈
奴
の
習
俗
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
い
。
匈
奴
と
い
う
国
家
の

習
俗
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

自
君
王
以
下
咸
食
畜
肉　

衣
其
皮
革　

被
旃
裘　

壮
者
食
肥
美　

老

者
飲
食
其
餘　

貴
壮
健　

賤
老
弱　

父
死　

妻
其
後
母　

兄
弟
死　

皆

取
其
妻
妻
之）

（
（

翻
訳　

君
王
よ
り
以
下
み
な
家
畜
の
肉
を
常
食
と
し
、
そ
の
皮
革
を
身
に
ま

と
い
、
旃
裘
を
着
た
。
壮
者
は
肥
肉
を
食
い
、
老
人
は
余
り
も
の
に
甘
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ん
じ
、
壮
健
を
貴
び
、
老
弱
を
賤
し
ん
だ
。
父
が
死
ね
ば
継
母
を
納
れ

て
妻
と
し
、
兄
弟
が
死
ね
ば
、
す
べ
て
そ
の
妻
を
取
っ
て
お
の
れ
の
妻

と
し
た）

（
（

。

　
「
明
妃
曲
」
で
は
、
匈
奴
の
習
俗
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

君
王
よ
り
以
下
尽
く
畜
肉
を
く
ら
い
、
そ
の
皮
革
を
着
、
皮
衣
を
被

り
、
壮
者
は
肥
美
を
く
ら
い
、
老
者
は
そ
の
余
り
を
く
ら
う
。
壮
健
を

貴
び
、
老
弱
を
賤
し
む
。
父
死
す
れ
ば
そ
の
後
母
を
妻
と
し
、
兄
弟
死

す
れ
ば
、
み
な
そ
の
妻
を
取
っ
て
こ
れ
を
妻
と
す
。
―
ざ
っ
と
こ
う

い
っ
た
民
族
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
と
比
較
す
る
と
、
匈
奴
の
習
俗
に
関
す
る

記
述
は
作
品
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
井
上
は
『
漢

書
・
匈
奴
伝
』
を
参
照
し
、
匈
奴
の
習
俗
を
描
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
に
は
、
匈
奴
は
「
水
や
草
を
追
う
て
遊
牧
し
、
城
廓
も
定

住
地
も
農
耕
の
生
業
も
な
か
っ
た）

（1
（

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
匈
奴
と
い
う
民
族

は
狩
猟
を
生
業
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
生
活
様

式
な
の
で
、
匈
奴
の
人
々
は
騎
射
す
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
た
。『
漢
書
・

匈
奴
伝
』
か
ら
は
、
定
住
民
族
・
中
国
の
習
俗
と
全
く
違
っ
て
、
匈
奴
は
野

蛮
な
民
族
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
「
明
妃
曲
」
に
は
、
井
上
は
匈
奴
が
ど
ん
な
国
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
た

め
、
匈
奴
の
君
主
・
冒
頓
に
関
す
る
二
つ
の
挿
話
を
書
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、

こ
の
二
つ
の
挿
話
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
ま
ず
は
一
つ
目
で
あ
る
。『
漢
書
・

匈
奴
伝
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

單
于
有
太
子　

名
曰
冒
頓　

後
有
愛
閼
氏　

生
少
子　

頭
曼
欲
廢
冒

頓
而
立
少
子　

廼
使
冒
頓
質
於
月
氏
（
中
略
）
月
氏
欲
殺
冒
頓　

冒
頓

盗
其
善
馬　

騎
亡
歸
（
中
略
）
冒
頓
廼
作
鳴
鏑　

習
勒
其
騎
射
令
曰　

鳴
鏑
所
射
而
不
悉
射
者
斬
（
中
略
）
已
而　

冒
頓
以
鳴
鏑
自
射
善
馬　

左
右
或
莫
敢
射　

冒
頓
立
斬
之　

居
頃
之　

復
以
鳴
鏑
自
射
其
愛
妻　

左
右
或
頗
恐　

不
敢
射　

復
斬
之
（
中
略
）
從
其
父
單
于
頭
曼
猟　

以

鳴
鏑
射
頭
曼　

其
左
右
皆
随
鳴
鏑
而
射
殺
頭
曼　

盡
誅
其
後
母
與
弟
及

大
臣
不
聴
從
者　

於
是
冒
頓
自
立
爲
單
于）

（（
（

翻
訳　

単
于
に
太
子
が
あ
り
、
名
を
冒
頓
と
い
っ
た
。
の
ち
単
于
の
寵
愛
す

る
別
の
閼
氏
に
末
子
が
生
れ
る
と
、
頭
曼
は
冒
頓
を
廃
し
て
末
子
を
太

子
に
立
て
よ
う
と
思
い
、
そ
こ
で
冒
頓
を
人
質
と
し
て
月
氏
国
に
遣
っ

た
。（
中
略
）
月
氏
は
冒
頓
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
冒
頓
は
良
馬
を
盗

み
、
こ
れ
に
騎
っ
て
逃
げ
帰
っ
た
。（
中
略
）
冒
頓
は
鏑
矢
を
つ
く
っ
て

部
下
に
騎
射
の
訓
練
を
施
し
、「
わ
し
が
鏑
矢
で
射
た
も
の
を
、
そ
の
と

お
り
射
な
い
者
が
あ
れ
ば
、
斬
る
」
と
命
じ
た
。（
中
略
）
や
が
て
冒
頓

は
鏑
矢
で
自
分
の
良
馬
を
射
た
が
、
左
右
に
従
う
者
で
憚
っ
て
射
な
い

者
が
い
た
の
で
、
冒
頓
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
こ
れ
を
斬
っ
た
。
や
が
て
、

こ
ん
ど
は
鏑
矢
で
自
分
の
愛
妻
を
射
た
。
左
右
の
者
の
う
ち
、
あ
る
者
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は
す
こ
ぶ
る
恐
れ
て
、
射
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
や
は
り
ま
た
こ

れ
を
斬
っ
た
。（
中
略
）
父
の
単
于
頭
曼
に
従
う
て
猟
を
し
た
と
き
、
彼

は
鏑
矢
で
頭
曼
を
射
、
左
右
の
も
の
も
ま
た
み
な
そ
れ
に
随
っ
て
鏑
矢

を
射
て
頭
曼
を
殺
し
、
自
分
の
継
母
と
異
母
弟
お
よ
び
服
従
し
な
い
大

臣
を
こ
と
ご
と
く
誅
殺
し
た）

（1
（

。

　
「
明
妃
曲
」
に
も
同
じ
よ
う
な
挿
話
が
あ
る
。

　

冒
頓
の
父
は
冒
頓
に
単
于
（
王
）
の
位
を
譲
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
寵

妃
の
生
ん
だ
子
を
後
継
者
に
立
て
よ
う
と
謀
り
、
冒
頓
を
月
氏
に
人
質

と
し
て
送
り
、
そ
の
上
で
月
氏
を
攻
撃
し
た
。
冒
頓
は
月
氏
の
馬
を
盗

ん
で
逃
げ
帰
っ
て
来
る
と
、
部
下
を
連
れ
て
狩
猟
に
行
き
、
鏑
矢
で
自

分
が
狙
っ
た
も
の
を
射
る
こ
と
を
命
じ
た
。

　

冒
頓
は
先
ず
自
分
の
愛
馬
を
射
た
。
射
な
か
っ
た
部
下
は
直
ち
に
斬

っ
た
。（
中
略
）
斯
く
し
て
冒
頓
は
父
と
共
に
狩
猟
に
出
、
そ
の
父
を
射

た
。
部
下
の
矢
は
い
っ
せ
い
に
冒
頓
の
父
の
体
を
貫
い
た
。
こ
う
し
て

冒
頓
は
父
に
替
っ
て
単
于
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
の
中
に
記
さ
れ
た
挿
話
と
「
明
妃
曲｣

で
の
記
述
を
比

較
す
る
と
、
挿
話
内
容
は
、
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、

井
上
は
『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
の
中
か
ら
、
冒
頓
に
関
す
る
挿
話
を
描
き
出
し

た
の
だ
と
分
か
る
。

　

次
に
、
二
つ
目
の
挿
話
を
説
明
す
る
。『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
の
該
当
箇
所

を
、
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

　

冒
頓
既
立　

時
東
胡
强　

聞
冒
頓
殺
父
自
立　

廼
使
使
謂
冒
頓
曰　

欲
得
頭
曼
時
號
千
里
馬　

冒
頓
問
羣
臣　

羣
臣
皆
曰　

此
匈
奴
寶
馬
也　

勿
予　

冒
頓
曰　

奈
何
與
人
鄰
国
愛
一
馬
乎　

遂
與
之　

頃
之　

東
胡

以
爲
冒
頓
畏
之　

使
使
謂
冒
頓
曰　

欲
得
單
于
一
閼
氏
（
中
略
）
遂
取

所
愛
閼
氏
予
東
胡
（
中
略
）
東
胡
使
使
謂
冒
頓
曰　

匈
奴
所
與
我
界
甌

脱
外
弃
地　

匈
奴
不
能
至
也　

吾
欲
有
之　

冒
頓
問
羣
臣　

或
曰　

此

弃
地　

予
之　

於
是
冒
頓
大
怒　

曰　

地
者　

國
之
本
也　

奈
何
予
人　

諸
言
予
者　

皆
斬
之
。（
中
略
）
遂
東
襲
撃
東
胡）

（1
（

。

翻
訳　

冒
頓
が
立
っ
て
後
、
当
時
強
盛
で
あ
っ
た
東
胡
は
、
冒
頓
が
父
を
殺

し
て
自
立
し
た
こ
と
を
聞
く
と
、
す
ぐ
使
者
を
つ
か
わ
し
て
、「
頭
曼
が

在
世
の
こ
ろ
所
有
し
て
い
た
千
里
馬
と
号
称
さ
れ
る
名
馬
を
譲
り
受
け

た
い
」
と
冒
頓
に
申
し
入
れ
た
。
冒
頓
が
群
臣
に
諮
る
と
、
群
臣
は
こ

ぞ
っ
て
、「
こ
れ
は
匈
奴
の
宝
馬
で
す
か
ら
、
与
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

と
反
対
し
た
が
、
冒
頓
は
、「
何
と
人
と
国
を
隣
り
合
う
か
ら
に
は
、
そ

の
好
と
し
て
、
た
か
が
馬
の
一
頭
、
何
で
惜
し
か
ろ
う
」
と
言
っ
て
、

つ
い
に
こ
れ
を
与
え
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
東
胡
は
冒
頓
が

わ
れ
を
畏
れ
て
い
る
と
思
い
、
ま
た
使
者
を
つ
か
わ
し
て
、「
単
于
の
閼

氏
の
一
人
を
譲
り
受
け
た
い
」
と
申
し
入
れ
て
来
た
。（
中
略
）
つ
い
に

愛
す
る
閼
氏
の
一
人
を
東
胡
に
与
え
た
。（
中
略
）
東
胡
が
使
者
を
つ
か
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わ
し
、「
匈
奴
の
甌
脱
の
外
方
の
、
わ
が
ほ
う
と
境
す
る
棄
地
へ
は
、
匈

奴
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
。
わ
が
ほ
う
で
こ
れ
を
領
有
し
た
い
と
思

う
」
と
冒
頓
に
申
し
送
っ
た
。
冒
頓
が
群
臣
に
は
か
る
と
、
あ
る
者
が
、

「
そ
れ
は
棄
地
で
す
か
ら
、
与
え
て
も
よ
ろ
し
い
と
存
じ
ま
す
」
と
言
っ

た
。
す
る
と
冒
頓
は
大
い
に
怒
っ
て
、「
土
地
と
い
う
も
の
は
、
国
家
の

基
本
で
あ
る
。
ど
う
し
て
人
に
与
え
ら
れ
よ
う
」
と
言
い
、
与
え
て
も

好
い
と
言
っ
た
連
中
を
み
な
斬
っ
た
。（
中
略
）
つ
い
に
東
の
か
た
東
胡

を
襲
撃
し
た）

（1
（

。

　
「
明
妃
曲
」
で
は
、『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
に
よ
く
似
た
話
が
以
下
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
。

　

東
胡
と
い
う
遊
牧
民
族
が
冒
頓
に
馬
を
要
求
し
て
来
た
。
冒
頓
は
部

下
に
謀
り
、
反
対
を
押
し
切
っ
て
こ
れ
を
与
え
た
。
東
胡
は
次
に
愛
妃

を
要
求
し
て
来
た
。
冒
頓
は
ま
た
部
下
の
反
対
を
押
し
て
、
こ
れ
を
与

え
た
。
東
胡
は
三
度
目
に
自
国
と
匈
奴
と
の
間
に
横
た
わ
る
無
人
の
荒

蕪
地
を
要
求
し
て
来
た
。
部
下
の
あ
る
者
は
こ
ん
ど
は
賛
成
し
た
。
す

る
と
冒
頓
は
「
土
地
こ
そ
国
の
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
や
」
と
言
っ
て
、
賛
成
し
た
部
下
を
斬
り
、
直
ち
に
進
撃
し
て

東
胡
を
討
ち
、
こ
れ
を
亡
ぼ
し
た
。

　

匈
奴
に
と
っ
て
は
、
千
里
馬
で
も
、
愛
妃
で
も
、
捨
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
土
地
は
国
家
の
基
本
的
な
も
の
だ
と
み
な
さ
れ
、
だ
れ
も
侵
犯
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
が
、『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
に
は
示
さ
れ
て
い
る
。
井
上
は
、
こ

の
史
料
に
忠
実
に
従
い
、「
明
妃
曲
」
の
中
で
、
簡
潔
な
記
述
で
匈
奴
の
冒
頓

の
挿
話
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
匈
奴
の
冒
頓
に
関
す
る
二
つ
の
挿
話
は
、
生
存
す
る
た
め
に
絶
え

ず
自
然
や
家
族
と
の
闘
い
、
常
に
遊
牧
民
族
・
東
胡
や
中
国
の
定
着
民
族
と

争
っ
て
い
た
匈
奴
の
厳
し
い
生
活
の
現
実
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
環
境
の
中
、
強
大
と
な
っ
た
た
め
に
、
匈
奴
は
戦
争
の
中
で
も
生
き
残

っ
て
い
け
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
挿
話
か
ら
、
匈
奴

の
よ
う
な
遊
牧
民
族
に
特
有
の
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
攻
撃
性

が
分
か
る
。

　
「
明
妃
曲
」
に
は
、「
私
」
は
「
学
校
に
は
殆
ど
出
な
い
で
下
宿
で
の
ら
く

ら
し
て
い
た
頗
る
怠
惰
な
哲
学
科
の
学
生
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
私
」
は

自
分
の
大
学
生
活
と
か
、
就
職
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

　

私
は
少
し
暗
い
気
持
で
言
っ
た
。
実
際
に
大
学
へ
籍
を
置
い
て
四
年

に
な
る
の
で
、
本
当
な
ら
既
に
こ
の
春
卒
業
し
て
い
て
い
い
筈
だ
っ
た

が
、
来
年
の
卒
業
は
勿
論
、
来
々
年
の
卒
業
も
危
い
状
態
だ
っ
た
。
私

は
学
業
に
も
興
味
を
失
っ
て
い
た
が
、
学
校
を
卒
え
て
自
分
が
出
て
行

く
社
会
へ
も
何
の
期
待
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
就
職
難
の
時
代
で
め

っ
た
に
職
に
は
あ
り
つ
け
な
か
っ
た
が
、
た
と
え
職
に
あ
り
つ
け
た
と
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し
て
も
、
そ
こ
で
働
い
て
行
け
る
自
信
は
な
か
っ
た
。

�

（
傍
線
は
論
者
に
よ
る
、
以
下
同
）

　
「
明
妃
曲
」
の
結
末
に
は
、「
私
が
大
学
を
出
た
年
、
私
は
新
し
く
起
っ
た

大
陸
の
戦
争
の
た
め
に
応
召
し
、
そ
れ
か
ら
四
年
の
歳
月
を
兵
隊
と
し
て
」

送
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
結
末
か
ら
、「
私
」
の
大
学
時
代
は
戦

争
時
代
に
当
た
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
戦
争
時
代
の
日
本
情
勢
は
不
安
定
だ

っ
た
た
め
、
大
学
卒
業
生
の
就
職
も
難
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
井
上
靖
は

昭
和
七
年
か
ら
十
一
年
ま
で
京
都
大
学
の
哲
学
科
の
学
生
と
し
て
過
ご
し
た
。

井
上
は
エ
ッ
セ
イ
「
わ
が
青
春
放
浪
」
の
中
で
、
自
分
の
京
都
大
学
の
時
代

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

　

学
生
と
い
っ
て
も
大
学
に
籍
を
置
い
て
あ
る
だ
け
で
、
私
は
卒
業
し

て
も
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
。
中
国
と
の
戦

争
へ
は
い
る
年
ま
で
、
私
は
京
都
で
の
ら
く
ら
し
て
い
た
わ
け
で
あ
っ

た
。
そ
の
間
に
現
在
の
妻
と
結
婚
し
、
家
を
持
っ
た
。
今
考
え
て
も
、

私
が
京
都
で
過
ご
し
た
時
代
は
、
何
も
の
か
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
暗
い
時
代
で
、
私
ば
か
り
で
な
く
す
べ
て
の
学
生
が
、
卒
業
し

た
ら
何
を
し
よ
う
か
と
い
っ
た
よ
う
な
希
望
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

文
字
通
り
灰
色
の
希
望
の
な
い
学
生
生
活
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

　

私
の
こ
れ
ま
で
の
生
涯
で
は
、
京
都
の
大
学
時
代
が
一
番
暗
か
っ
た

と
思
う）

（1
（

。

　

京
都
大
学
の
学
生
時
代
に
お
い
て
、
井
上
は
「
卒
業
し
た
ら
何
を
し
よ
う

か
と
い
っ
た
よ
う
な
希
望
」
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
の
不
安
定
な
戦

争
時
代
で
は
、
井
上
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
学
生
は
就
職
に
「
希
望
を
持

っ
て
い
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
井
上
は
、
京
大
に
「
希
望
を
持
っ
て
」
い

な
か
っ
た
自
分
の
「
暗
い
」
学
生
生
活
を
、「
明
妃
曲
」
の
「
私
」
に
投
影
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
私
」
は
匈
奴
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
図
書
館
で
匈
奴
関
係

の
書
物
だ
け
を
読
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
同
じ
く
匈
奴
に
惹
か
れ
て
い
る
図
書

館
の
事
務
員
・
田
津
岡
竜
英
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
田
津
岡
は
「
私
」

よ
り
三
、
四
歳
年
上
で
、「
ひ
ど
く
貧
相
な
ほ
ん
の
ひ
と
握
り
程
し
か
な
い
体

軀
」
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。「
明
妃
曲
」
に
は
、「
私
」
が
「
匈
奴
の
フ
ァ
ン
」

に
な
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
田
津
岡
竜
英
か
ら
匈
奴
の
魅
力

を
教
え
ら
れ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

　

あ
る
日
、「
私
」
は
大
学
の
近
く
の
お
で
ん
屋
で
、
田
津
岡
竜
英
に
話
し
掛

け
ら
れ
た
。「
私
」
は
そ
ん
な
「
貧
相
な
人
物
」
か
ら
話
し
掛
け
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、「
侮
辱
」
を
受
け
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
田
津
岡
は

「
私
」
に
「
僕
も
王
昭
君
の
こ
と
は
多
少
調
べ
て
み
ま
し
た
」
と
言
っ
た
。
書

物
を
書
庫
か
ら
出
し
て
借
出
人
に
手
渡
す
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
田
津
岡

が
王
昭
君
の
こ
と
を
調
べ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
私
」
に
は
意
外
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、「
私
」
と
田
津
岡
は
、
匈
奴
及
び
王
昭
君
の
こ
と

に
つ
い
て
話
し
始
め
た
。
田
津
岡
は
「
私
」
に
匈
奴
が
ど
ん
な
民
族
か
を
独

自
の
見
解
で
説
明
す
る
。
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匈
奴
に
嫁
い
で
い
た
中
国
の
貴
族
の
娘
の
こ
と
で
す
か
。
そ
り
ゃ
面

白
い
。
中
国
に
と
っ
て
は
汚
辱
の
歴
史
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
な
。

匈
奴
は
や
た
ら
に
娘
を
寄
越
せ
、
寄
越
せ
と
言
っ
て
い
る
。
す
る
と
、

中
国
は
そ
れ
に
応
じ
て
い
る
。
併
し
、
い
く
ら
娘
を
や
っ
て
も
無
駄
で

す
な
。
匈
奴
は
娘
は
娘
で
貰
っ
て
お
い
て
、
侵
略
の
方
は
そ
ん
な
こ
と

と
は
無
関
係
に
や
っ
て
の
け
て
い
る
。
中
国
に
と
っ
て
は
政
略
結
婚
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
何
分
相
手
が
悪
い
で
す
よ
。
政
略
結
婚
な
ん
て

こ
と
は
匈
奴
に
は
通
用
し
な
い
。
匈
奴
の
方
が
一
枚
上
で
す
よ
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
が
匈
奴
の
桁
外
れ
の
と
こ
ろ
で
す
。
す
ば
ら
し
い
と
言
っ

て
も
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
兎
に
角
、
そ
こ
が
匈
奴
と
い
う
民
族
の
箸

に
も
棒
に
も
か
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
―
。
ほ
う
、
そ
れ
は
面
白
い
。

応
援
し
ま
す
よ

　
「
匈
奴
と
い
う
民
族
の
箸
に
も
棒
に
も
か
か
ら
な
い
」
と
こ
ろ
に
田
津
岡
は

惹
か
れ
て
い
る
。
田
津
岡
が
「
一
種
の
情
熱
」
を
以
て
匈
奴
の
こ
と
を
語
る

の
を
聞
い
て
い
る
時
、「
私
」
は
「
ふ
と
自
分
が
匈
奴
に
惹
か
れ
る
秘
密
に
思

い
当
た
っ
た
」
の
で
あ
る
。「
私
」
は
田
津
岡
の
よ
う
に
「
肩
身
の
狭
い
思
い

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
程
貧
弱
な
体
」
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

精
神
的
に
田
津
岡
と
同
じ
く
匈
奴
に
憧
れ
て
い
る
。
作
中
で
は
、「
私
」
も
田

津
岡
も
、「
無
能
で
、
怠
惰
で
、
希
望
が
な
く
、
絶
え
ず
周
囲
に
引
け
目
を
感

じ
て
い
る
」
と
描
か
れ
て
い
る
。
匈
奴
の
「
単
純
さ
も
」、「
殺
伐
さ
も
」、「
精

悍
な
と
こ
ろ
も
」、「
私
」
と
田
津
岡
は
ひ
と
か
け
ら
も
持
っ
て
い
な
い
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
二
人
は
匈
奴
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。「
明
妃
曲
」

で
は
、
二
人
と
匈
奴
の
共
通
点
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

二
人
は
二
人
共
実
際
に
匈
奴
に
似
て
い
る
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
申

し
合
せ
た
よ
う
に
二
人
は
小
さ
い
眼
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
小
さ
い

眼
の
底
に
冷
た
く
光
っ
て
い
る
得
体
の
知
れ
ぬ
自
尊
心
と
い
う
も
の
は
、

匈
奴
人
が
同
じ
よ
う
な
形
で
同
じ
よ
う
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
匈
奴
の
場
合
は
そ
れ
が
行
動
と
な
っ
て
現
れ
る

と
、
反
抗
と
い
う
形
を
取
っ
た
が
、
私
た
ち
の
場
合
は
自
虐
と
い
う
ぼ

そ
ぼ
そ
と
し
た
湿
っ
ぽ
い
形
を
取
る
だ
け
の
違
い
で
あ
っ
た
。

二
人
と
匈
奴
の
共
通
点
は
「
得
体
の
知
れ
ぬ
自
尊
心
」
を
持
っ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
自
尊
心
が
現
れ
る
方
法
が
違
う
の
で
あ
る
。
匈
奴
の
場

合
は
反
抗
の
形
で
現
れ
る
が
、「
私
」
と
田
津
岡
は
自
虐
の
形
を
取
る
の
で
あ

る
。
暗
い
戦
争
時
代
の
下
で
、「
希
望
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
私
」
も
田

津
岡
も
、
匈
奴
の
よ
う
な
「
遊
牧
民
族
の
持
っ
た
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
に
対
し
て
、「
心
の
底
か
ら
鑽
仰
の
念
を
禁
じ
得
な
い
」
と
思
っ

た
。「
私
」
も
田
津
岡
も
暗
い
時
代
状
況
や
「
希
望
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」

現
実
生
活
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
、
匈
奴
の
よ
う
な
行
動
力
を
持
っ
て
い
る
民

族
に
憧
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
お
い
て
、「
私
」
と
田
津
岡
が

匈
奴
に
惹
か
れ
た
理
由
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
私
」
と
田
津
岡
は
匈
奴
に
憧
れ
て
い
る
の
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で
、
王
昭
君
の
物
語
に
関
心
を
持
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
二
人
と
も
元
曲
「
漢

宮
秋
」
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
王
昭
君
の
物
語
を
「
面
白
く
な
か
っ
た
」
と

評
価
す
る
。
そ
し
て
、「
明
妃
曲
」
の
中
で
は
、
匈
奴
に
惹
か
れ
た
田
津
岡
の

口
を
借
り
て
、
王
昭
君
の
物
語
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
私
」
と
田
津
岡
が
匈
奴
に
憧
れ
た
理
由
の
理
解
を
踏
ま
え
て
、
田

津
岡
が
紹
介
し
た
王
昭
君
の
物
語
を
検
討
し
て
い
く
。

三　

田
津
岡
の
王
昭
君
に
関
す
る
新
資
料

　

王
昭
君
の
物
語
の
最
初
の
紹
介
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
漢
書
・
匈
奴
伝
』、

『
後
漢
書
・
南
匈
奴
伝
』
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
中
国
で
は
、『
漢
書
・
匈
奴

伝
』、『
後
漢
書
・
南
匈
奴
伝
』
に
お
け
る
王
昭
君
の
物
語
よ
り
、
大
分
脚
色

さ
れ
、
劇
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
文
芸
作
品
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
一
番

有
名
な
も
の
は
、
元
曲
作
家
馬
致
遠
の
「
漢
宮
秋
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
明
妃
曲
」
で
は
、
田
津
岡
は
「
漢
宮
秋
」
を
「
嘘
ば
か
り
書
い
て
あ
っ
て
、

読
む
者
の
心
を
打
つ
も
の
が
な
い
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
田
津
岡
は
「
私
」

に
王
昭
君
に
つ
い
て
新
資
料
の
こ
と
を
話
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
、
王
昭
君
に
関
す
る
田
津
岡
が
紹
介
し
た
新
資
料
と
「
漢
宮
秋
」

及
び
『
漢
書
』、『
後
漢
書
』
を
比
較
し
て
い
き
た
い
。「
漢
宮
秋
」
は
四
折
に

分
け
ら
れ
る
。「
漢
宮
秋
」
の
第
一
折
に
は
、
王
昭
君
が
ど
ん
な
人
物
で
あ
る

か
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

妾
身
王
嬙
小
字
昭
君
。
成
都
秭
歸
人
也
。
父
親
王
長
者
平
生
務
農
爲

業
、
母
親
生
妾
時
。
夢
月
光
入
懐
、
復
墜
于
地
。
後
來
生
下
妾
身
、
年

長
一
十
八
歳
。
蒙
恩
選
充
後
宮
。

翻
訳　

妾
身
は
王
嬙
小
字
は
昭
君
と
い
ひ
、
成
都
秭
歸
の
人
也
、
父
親
王
長

者
は
平
生
務
農
を
業
と
爲
せ
り
、
母
親
妾
を
生
め
る
時
、
月
光
懐
に
入

り
復
た
地
に
墜
つ
る
と
夢
み
、
後
來
妾
身
を
生
下
ぬ
と
、
年
長
ず
る
こ

と
一
十
八
歳
に
し
て
、
恩
を
蒙
り
選
ば
れ
て
後
宮
に
充
て
ら
れ
し）

（1
（

。

　

田
津
岡
が
紹
介
し
た
新
資
料
で
は
、
王
昭
君
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
。

　

王
昭
君
は
成
都
の
生
れ
で
あ
る
。
名
は
王
嬙
、
お
さ
な
名
を
昭
君
と

言
っ
た
。
家
は
代
々
農
を
営
ん
で
旧
家
と
し
て
近
隣
に
知
ら
れ
て
い
た
。

（
中
略
）

　

昭
君
の
母
親
が
昭
君
を
生
む
時
、
月
光
が
懐
ろ
に
は
い
り
、
ま
た
懐

ろ
か
ら
出
て
地
に
墜
ち
る
夢
を
見
た
。

　

先
に
挙
げ
た
「
漢
宮
秋
」
で
の
王
昭
君
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
書
か
れ
た

部
分
と
比
較
す
る
と
、
王
昭
君
の
出
身
や
、
家
庭
背
景
や
、
王
昭
君
に
関
す

る
伝
説
な
ど
、「
漢
宮
秋
」
と
共
通
し
た
記
述
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
井
上
は
「
昭
君
の
母
親
が
昭
君
を
生
む
時
」
の
伝
説
を
借
り
て
、「
ど
こ

か
月
光
の
よ
う
に
煌
々
と
照
り
輝
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
月
光
の
よ
う
に

冷
た
さ
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
」
と
い
う
昭
君
の
美
貌
を
「
明
妃
曲
」
で
強
調
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し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
漢
宮
秋
」
に
は
、
元
帝
は
画
家
・
毛
延
寿
の
描
い
た
絵
を
も
と
に
後
宮
の

美
女
を
選
び
寵
愛
し
た
と
あ
る
。
そ
の
た
め
毛
延
寿
は
後
宮
の
美
女
に
賄
賂

を
求
め
た
。「
漢
宮
秋
」
で
は
、
毛
延
寿
が
王
昭
君
に
賄
賂
を
求
め
た
台
詞

が
、
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

某
毛
延
壽
、
領
著
大
漢
皇
帝
聖
旨
、
偏
行
天
下
。
刷
選
室
女
、（
中

略
）
名
喚
王
嬙
、
字
昭
君
、
生
得
光
彩
射
人
、
十
分
艶
麗
、
眞
乃
天
下

絶
色
、
爭
奈
他
本
是
庄
農
人
家
、
無
大
銭
財
、
我
問
他
要
百
兩
黄
金
、

選
爲
第
一
、
他
一
則
説
家
道
貧
窮
、
二
則
倚
著
他
容
貌
出
衆
、
全
然
不

肯
、（
中
略
）
只
把
美
人
圖
點
上
些
破
綻
、
到
京
師
必
定
發
入
冷
宮
。

翻
訳　

某
は
毛
延
壽
な
り
、
大
漢
皇
帝
の
聖
旨
を
領
著
て
、
天
下
を
偏
行
し
、

室
女
を
刷
選
し
、（
中
略
）
名
は
王
嬙
と
喚
び
、
字
は
昭
君
な
り
、
生
得

光
彩
人
を
射
、
十
分
に
艶
麗
に
し
て
、
眞
に
乃
ち
天
下
の
絶
色
な
れ
ど
、

爭
奈
せ
ん
他
は
本
是
れ
庄
農
人
家
に
し
て
大
な
る
銭
財
無
し
、
我
は
他

に
百
兩
の
黄
金
を
要
め
、
選
び
て
第
一
と
爲
さ
ん
と
問
ひ
し
に
、
他
は

一
則
に
は
家
道
貧
窮
な
る
を
説
ひ
、
二
則
に
は
他
の
容
貌
衆
に
出
で
た

る
に
倚
著
て
、
全
然
肯
ぜ
ず
、（
中
略
）
只
美
人
圖
を
把
つ
て
些
の
破
綻

を
點
上
な
ば
、
京
師
に
到
り
必
定
冷
宮
に
發
入
て）

（1
（

。

王
昭
君
は
「
家
道
貧
窮
」
な
の
で
、
毛
延
寿
に
賄
賂
を
渡
さ
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
毛
延
寿
は
王
昭
君
の
顔
を
醜
く
描
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
明

妃
曲
」
の
田
津
岡
が
紹
介
し
た
新
資
料
の
中
に
は
、
王
昭
君
は
毛
延
寿
に
賄

賂
を
渡
さ
な
か
っ
た
理
由
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

王
昭
君
は
毛
延
寿
の
要
求
を
い
つ
も
退
け
て
い
た
。
他
の
女
た
ち
の

よ
う
な
惨
め
さ
を
味
わ
う
の
も
厭
だ
っ
た
し
、
元
帝
そ
の
人
に
も
何
の

心
も
動
か
な
か
っ
た
。
気
品
が
あ
る
と
言
え
ば
気
品
が
あ
る
の
か
も
知

れ
な
か
っ
た
が
、
い
つ
も
無
表
情
な
冷
酷
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
天
子

は
、
昭
君
に
は
不
気
味
に
思
わ
れ
た
。

　
「
明
妃
曲
」
の
田
津
岡
が
紹
介
し
た
新
資
料
の
中
に
は
、
元
帝
は
「
い
つ
も

無
表
情
な
冷
酷
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
」
人
で
あ
る
。
王
昭
君
は
元
帝
に
「
何

の
心
も
動
か
な
か
っ
た
」
の
で
、
毛
延
寿
に
賄
賂
を
渡
さ
な
か
っ
た
と
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
井
上
が
意
図
的
に
改
変
し
た
と
こ
ろ
だ
と
推
測
で

き
る
。
王
昭
君
が
初
め
て
匈
奴
の
若
い
使
者
に
会
う
時
の
気
持
ち
を
よ
り
効

果
的
に
示
す
た
め
に
、
井
上
が
意
図
的
に
創
作
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

作
中
で
は
、
王
昭
君
が
初
め
て
匈
奴
の
使
者
に
会
っ
た
時
の
気
持
ち
を
以

下
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

　

昭
君
は
初
め
て
匈
奴
の
使
者
の
前
に
出
て
、
相
手
か
ら
烈
し
い
眼
光

で
見
詰
め
ら
れ
た
瞬
間
、
殆
ど
そ
こ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
な
戦
慄
を
感
じ
た
。
五
体
は
わ
な
わ
な
と
わ
な
な
き
、
声
は
口
か

ら
出
な
か
っ
た
。
使
者
は
三
十
五
、
六
歳
の
烈
し
い
顔
を
し
た
若
者
だ
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っ
た
。
細
面
で
、
色
は
黒
く
、
額
は
狭
く
、
眼
だ
け
が
猛
鳥
の
眼
の
よ

う
に
強
か
っ
た
。（
中
略
）

　

昭
君
は
そ
の
使
者
が
帰
っ
た
あ
と
で
、
彼
が
呼
韓
邪
単
于
の
第
一
子

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
青
年
に
対
す
る
恐
怖
感

は
、
そ
の
時
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
時
折
昭
君
に
思
い
出
さ
れ
た
。

　

王
昭
君
が
若
い
匈
奴
の
使
者
と
会
っ
た
場
面
及
び
そ
の
時
の
気
持
ち
に
関

す
る
記
述
は
、
史
料
『
漢
書
・
匈
奴
伝
』、『
後
漢
書
』
に
も
、
元
曲
に
も
描

か
れ
て
お
ら
ず
、
井
上
の
創
作
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
作
中
の
田
津
岡
の
新
資

料
で
は
、
元
帝
の
後
宮
に
入
っ
た
王
昭
君
は
、「
十
年
間
囚
人
と
全
く
同
じ
生

活
」
を
し
た
と
描
か
れ
て
い
る
。
後
宮
の
女
は
元
帝
の
人
形
の
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
元
帝
は
好
き
な
人
形
を
選
ん
で
、
豪
華
な
生
活
を
与
え
、
厭
に
な

っ
た
ら
す
ぐ
捨
て
て
し
ま
う
。
後
宮
で
の
生
活
は
王
昭
君
に
と
っ
て
暗
く
不

安
で
あ
り
、
希
望
が
見
え
な
い
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
若
い
匈
奴
の

男
性
の
眼
に
映
っ
た
時
初
め
て
、「
王
昭
君
と
い
う
一
箇
の
人
形
は
王
昭
君
と

い
う
一
人
の
女
性
に
な
っ
た
」
と
作
中
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
匈
奴
の
若

者
の
「
烈
し
い
顔
」
は
、
元
帝
の
「
無
表
情
」
の
顔
と
違
っ
て
、
王
昭
君
に

戦
慄
を
感
じ
さ
せ
、
愛
と
い
う
感
情
を
初
め
て
知
っ
た
の
だ
。

　
「
漢
宮
秋
」
の
一
、
二
折
で
は
、
会
話
の
形
で
、
王
昭
君
が
元
帝
に
寵
愛
さ

れ
た
過
程
、
な
ぜ
匈
奴
の
呼
韓
邪
単
于
が
元
帝
に
王
昭
君
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
明
妃
曲
」
で
は
、
簡
単
な
叙
事

文
で
「
漢
宮
秋
」
と
同
様
の
内
容
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

昭
君
が
琵
琶
を
弾
じ
て
い
る
時
、
そ
れ
が
城
内
を
逍
遥
し
て
い
た
元

帝
の
耳
に
は
い
り
、
召
さ
れ
て
元
帝
の
前
で
琵
琶
を
弾
じ
た
。
そ
し
て

そ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
二
、
三
日
し
て
か
ら
、
昭
君
は
宮
殿
の
新
し

い
一
室
に
移
さ
れ
、
元
帝
の
寵
幸
を
受
け
る
身
に
な
っ
た
。（
中
略
）

　

昭
君
の
生
活
は
急
激
に
変
化
し
た
が
、
急
激
に
変
化
し
た
の
は
生
活

許
り
で
は
な
か
っ
た
。
昭
君
は
初
め
て
女
と
し
て
自
分
の
心
の
内
部
に

烈
し
い
愛
情
と
憎
悪
の
念
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
昭
君
は
自
分
が
元

帝
を
憎
み
、
匈
奴
の
若
者
を
愛
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

（
中
略
）

　

毛
延
寿
は
元
帝
の
後
宮
に
王
昭
君
と
い
う
美
女
が
い
る
か
ら
、
そ
れ

を
妃
と
し
て
迎
え
る
べ
き
だ
と
呼
韓
邪
単
于
に
奏
上
し
、
単
于
が
そ
の

意
見
を
採
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
廷
臣
が
集
め
ら
れ
て
、
こ
の

こ
と
が
議
せ
ら
れ
た
時
、
昭
君
は
、
自
分
一
人
が
犠
牲
に
な
れ
ば
万
事

う
ま
く
収
ま
る
こ
と
だ
か
ら
、
是
非
匈
奴
に
遣
っ
て
戴
き
た
い
と
申
し

出
た
。

　
「
漢
宮
秋
」
の
二
折
の
後
半
部
分
で
は
、
元
帝
が
王
昭
君
を
匈
奴
に
嫁
さ
な

い
よ
う
に
、
臣
下
と
対
策
を
協
議
す
る
こ
と
が
大
幅
に
書
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
井
上
は
こ
の
部
分
を
省
略
す
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、「
漢
宮
秋
」
に
書

か
れ
て
お
ら
ず
、
元
帝
に
寵
愛
さ
れ
た
が
、「
元
帝
を
憎
み
、
匈
奴
の
若
者
を

愛
し
て
い
る
」
王
昭
君
の
気
持
ち
が
「
明
妃
曲
」
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　

匈
奴
の
若
者
を
愛
し
て
い
る
の
で
、
王
昭
君
は
自
ら
匈
奴
に
赴
く
決
心
を
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し
た
。
王
昭
君
は
自
分
を
迎
え
に
来
た
呼
韓
邪
と
そ
の
部
衆
に
連
れ
ら
れ
て

長
安
の
都
を
発
っ
て
行
く
。
そ
し
て
黒
河
と
い
う
国
境
の
河
の
畔
ま
で
行
っ

て
、
王
昭
君
は
黒
河
に
身
を
投
じ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
漢
宮
秋
」
の

中
で
「
漢
朝
皇
帝
妾
身
の
今
生
己
矣
、
尚
來
生
を
待
た
ん
也
。〔
江
に
跳
ぶ
科

を
做
す）

（1
（

〕」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
漢
宮
秋
」
に
は
、
王
昭
君
が
国
の
犠
牲
に

な
り
、
自
分
で
決
意
し
て
匈
奴
に
嫁
い
で
行
っ
た
が
、
漢
土
と
離
れ
る
悲
し

み
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
国
境
の
黒
河
に
身
を
投
じ
て
し
ま
う
こ
と
で

そ
の
生
涯
を
終
え
た
。「
明
妃
曲
」
で
の
、「
漢
宮
秋
」
と
同
じ
く
昭
君
が
黒

河
に
身
を
投
じ
た
箇
所
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　

昭
君
は
、
自
分
が
嫁
す
る
の
は
誰
で
あ
る
か
と
七
十
歳
の
老
単
于
に

訊
ね
た
。
昭
君
は
ま
さ
か
自
分
が
老
単
于
に
嫁
す
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
昭
君
の
瞼
に
は
老
単
于
の
第
一
子
で
あ
る
あ
の
若
者
の
烈
し

い
面
が
刻
ま
れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　

昭
君
は
肌
の
冷
え
上
が
る
よ
う
な
夜
気
の
中
に
暫
く
立
っ
て
い
た
が
、

番
兵
の
許
を
離
れ
る
と
、
大
河
の
岸
を
め
が
け
て
走
り
、
そ
の
ま
ま
河

中
に
身
を
投
じ
た
。（
中
略
）

　
「
昭
君
は
投
身
は
し
た
が
助
か
っ
た
ん
で
す
。」

　

昭
君
は
自
分
が
嫁
ぐ
の
は
若
い
匈
奴
の
男
性
で
は
な
く
、
七
十
歳
の
老
単

于
で
あ
っ
た
た
め
、
投
身
し
た
と
作
中
に
描
か
れ
て
い
る
。「
漢
宮
秋
」
で

は
、
昭
君
が
身
を
投
じ
た
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、「
明
妃
曲
」
で
は
、

昭
君
は
投
身
し
た
が
、
若
い
匈
奴
の
男
子
に
助
け
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、

若
者
は
王
昭
君
に
次
の
よ
う
に
約
束
し
た
。

　
「
嬉
娘
よ
、
父
単
于
に
嫁
げ
。
父
単
于
は
年
老
い
て
い
る
。
や
が
て
間

も
な
く
死
が
や
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）
そ
の
上
で
余
は
単
于
に
な

り
、
汝
を
妃
と
す
る
だ
ろ
う
。」（
中
略
）

　
「
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
言
言
っ
た
。
若
し
父
単
于
が
な
お
何
年
も
生
き

る
な
ら
、
そ
の
時
は
父
単
于
を
殺
す
許
り
だ
。」

　

王
昭
君
の
匈
奴
に
嫁
い
だ
生
活
に
つ
い
て
、『
漢
書
・
匈
奴
伝
』
で
は
、「
呼

韓
邪
が
死
ぬ
と
、
雕
陶
莫
皋
が
立
っ
て
復
株
叅
若
鞮
単
于
と
な
っ
た
。（
中

略
）
復
株
叅
単
于
は
ま
た
王
昭
君
を
妻
と
し
、
二
女
を
得
た）

（1
（

」
が
記
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、『
後
漢
書
』
に
は
、「
呼
韓
邪　

死
す
る
に
及
び
て
、
其
の

前
の
閼
氏
の
子　

代
は
り
立
ち
、
之
を
妻
と
せ
ん
と
欲
す
。
昭
君　

上
書
し

て
歸
ら
ん
こ
と
を
求
め
し
も
、
成
帝　

勑
し
て
胡
の
俗
に
從
は
し
め
、
遂
に

復
た
後
の
單
于
の
閼
氏
と
爲
る）

11
（

」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。『
漢
書
・
匈
奴
伝
』

の
記
述
か
ら
、
呼
韓
邪
単
于
が
死
ぬ
と
、
呼
韓
邪
単
于
の
息
子
・
復
株
叅
若

鞮
単
于
が
王
昭
君
を
妻
に
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
、『
後
漢
書
』
か

ら
、
王
昭
君
が
呼
韓
邪
単
于
の
息
子
・
復
株
叅
若
鞮
単
于
の
妻
に
な
ら
な
い

よ
う
に
帰
国
を
求
め
た
こ
と
が
窺
え
る
。
井
上
は
作
中
に
お
い
て
、
王
昭
君

が
若
者
（
呼
韓
邪
単
于
の
息
子
・
復
株
叅
若
鞮
単
于
）
を
愛
し
、
そ
の
若
者

に
嫁
ぐ
た
め
、
老
単
于
・
呼
韓
邪
に
嫁
い
だ
と
い
う
話
を
描
い
た
。
匈
奴
の
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若
者
の
言
葉
は
王
昭
君
に
生
活
の
希
望
を
与
え
た
。
若
者
の
言
う
よ
う
に
、

翌
年
に
老
単
于
は
病
死
し
、
昭
君
は
若
者
の
妻
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
若
者

が
歿
し
た
後
、
そ
の
弟
が
単
于
に
な
っ
た
。
新
単
于
は
昭
君
に
「
故
国
へ
帰

る
意
志
が
あ
れ
ば
」
帰
れ
る
と
言
っ
た
が
、
王
昭
君
は
こ
れ
を
断
っ
た
。
こ

こ
ま
で
の
物
語
の
筋
は
『
漢
書
』『
後
漢
書
』
及
び
「
漢
宮
秋
」
に
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、
井
上
が
創
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
明
妃
曲
」
で
は

王
昭
君
は
匈
奴
を
愛
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

田
津
岡
が
、
暗
く
て
「
囚
人
と
全
く
同
じ
」
後
宮
生
活
か
ら
逃
げ
て
、
匈

奴
に
望
ん
で
い
た
愛
情
を
見
出
し
て
、
匈
奴
で
新
し
い
生
活
を
始
め
た
と
い

う
王
昭
君
の
物
語
を
語
っ
た
。
田
津
岡
が
話
し
た
王
昭
君
の
話
に
対
し
て
、

「
私
」
は
田
津
岡
の
「
創
作
に
違
い
な
い
」
が
、「
面
白
い
」
と
考
え
る
。
す

な
わ
ち
、
未
来
に
「
希
望
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
私
」
は
田
津
岡
が
私
説

翻
案
し
た
王
昭
君
の
物
語
に
共
感
し
て
い
る
。

　

作
品
中
で
は
、
井
上
は
「
貧
相
」
な
体
躯
を
持
っ
て
い
た
が
、
残
酷
な
時

代
状
況
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
、
匈
奴
の
よ
う
な
「
古
代
の
遊
牧
民
族
の
持
っ

た
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
鑽
仰
の
念
を
抱
い
た
田
津
岡
竜
英

の
姿
を
創
作
し
た
。
さ
ら
に
、
匈
奴
に
憧
れ
て
い
た
田
津
岡
の
口
を
通
し
て
、

王
昭
君
の
話
は
従
来
の
悲
劇
の
女
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
取
ら
ず
、
匈
奴
に

愛
情
を
持
ち
、
希
望
を
持
ち
、「
美
し
く
素
晴
ら
し
」
い
生
活
を
過
ご
し
た
王

昭
君
の
一
生
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
現
実
か
ら
逃
げ
た
い
と
思
う
「
私
」

と
田
津
岡
が
匈
奴
に
憧
れ
た
か
ら
こ
そ
、
井
上
は
従
来
創
作
さ
れ
て
き
た
王

昭
君
の
悲
劇
の
話
と
は
違
う
自
ら
匈
奴
の
人
間
と
し
て
暮
ら
し
た
王
昭
君
の

物
語
を
書
い
た
の
だ
。
一
方
、「
私
」
と
田
津
岡
は
、
王
昭
君
の
物
語
に
希
望

を
持
ち
新
し
い
未
来
生
活
へ
の
期
待
を
託
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
こ
に
、

井
上
が
「
明
妃
曲
」
を
創
作
し
た
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

田
津
岡
竜
英
の
戦
死

　
「
明
妃
曲
」
の
結
末
に
は
、「
私
が
大
学
を
出
た
年
、
私
は
新
し
く
起
こ
っ

た
大
陸
の
戦
争
の
た
め
に
応
召
し
、
そ
れ
か
ら
四
年
の
歳
月
を
兵
隊
と
し
て

送
っ
て
帰
還
し
た
が
、
私
の
帰
還
と
入
れ
替
り
に
、
田
津
岡
竜
英
も
や
は
り

兵
隊
と
し
て
大
陸
へ
渡
っ
て
行
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
昭
和
十
二
年
九

月
（
一
九
三
七
年
九
月
）
か
ら
昭
和
十
三
年
一
月
（
一
九
三
八
年
一
月
）
ま

で
、
井
上
は
二
等
兵
と
し
て
中
国
行
軍
体
験
を
行
っ
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。「
明
妃
曲
」
で
の
「
私
」
と
田
津
岡
竜
英
の
戦
争
体
験
は
井
上
の
中

国
の
行
軍
経
歴
と
重
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
二
度
目
の
応
召
で
内
地

の
連
隊
」
に
居
た
「
私
」
は
、
田
津
岡
か
ら
の
葉
書
を
受
け
取
っ
た
。
葉
書

に
は
、
次
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

―
Ｋ
と
い
う
と
こ
ろ
に
来
て
い
ま
す
。
近
く
に
王
昭
君
の
墓
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
Ｋ
城
の
南
四
里
の
地
点
、
漠
々
た
る
大
平
原
の
た
だ

中
で
あ
り
ま
す
。
高
さ
百
尺
程
の
塚
で
す
。
青
い
草
が
一
面
生
え
て
い

て
青
塚
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
へ
来
る
ま
で
に
黒
河
を
渡
り
ま
し

た
。
昭
君
投
身
の
河
で
す
。
河
の
方
は
本
も
の
で
し
ょ
う
が
、
塚
の
方

は
当
て
に
な
り
ま
せ
ん
。
後
世
伝
説
に
基
い
て
作
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
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思
い
ま
す
。

　

田
津
岡
は
兵
隊
と
し
て
大
陸
へ
渡
っ
て
行
っ
た
。
Ｋ
城
で
王
昭
君
の
墓
を

見
た
。
王
昭
君
の
墓
は
盛
唐
以
降
、
青
塚
と
呼
ば
れ
る
。
青
塚
と
い
う
言
葉

が
常
に
中
国
の
王
昭
君
に
関
す
る
詩
で
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
唐
代
の

詩
人
・
李
白
は
「
王
昭
君
二
首
」
で
、「
生
き
て
は
黄
金
乏
し
く
枉
げ
て
圖
畫

せ
ら
れ
、
死
し
て
は
青
塚
に
留
ま
り
人
を
し
て
嗟
か
し
む）

1（
（

」
と
歌
っ
た
。
青

塚
は
王
昭
君
の
墓
を
表
現
す
る
固
有
名
詞
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
田
津
岡
は

王
昭
君
投
身
の
河
・
黒
河
を
渡
っ
た
Ｋ
城
に
居
る
王
昭
君
の
墓
に
「
塚
の
方

は
当
て
に
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
田
津
岡
は
王
昭
君
が
匈

奴
で
一
生
を
過
ご
し
た
こ
と
を
か
た
く
信
じ
て
い
る
。

　

戦
後
、「
私
」
は
田
津
岡
竜
英
が
戦
死
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。「
明
妃
曲
」

の
結
末
に
は
、
田
津
岡
が
戦
死
し
た
こ
と
を
聞
い
た
「
私
」
の
気
持
ち
が
描

か
れ
て
い
る
。

　

田
津
岡
竜
英
が
戦
死
し
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
ど
こ
で
戦
死
し
た
か
判
ら
な
い
が
、
彼
が
匈
奴
の
よ
う
な
顔

を
し
て
、
そ
の
よ
う
な
叫
び
声
を
上
げ
、
そ
の
よ
う
な
闘
い
の
仕
方
を

し
て
倒
れ
た
と
思
う
と
、
私
の
胸
は
い
つ
で
も
怒
り
と
も
悲
し
み
と
も

つ
か
ぬ
感
情
で
強
く
緊
め
つ
け
ら
れ
て
来
る
。

　

こ
の
結
末
に
対
し
、
井
上
靖
の
息
子
・
井
上
修
一
は
『
井
上
靖
の
短
編
集　

第
五
巻
』
の
「
解
説　

父
の
作
品
と
体
験
」
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

　

小
柄
な
肉
体
で
大
陸
の
過
酷
な
兵
隊
生
活
に
耐
え
る
図
書
館
員
の
無

事
を
祈
り
、
戦
後
の
戦
死
の
噂
に
胸
を
痛
め
る
結
末
部
に
は
感
情
移
入

で
あ
る
が
、
事
実
と
虚
構
の
別
を
問
わ
ず
、
戦
没
者
に
思
い
を
致
す
と

き
の
父
の
条
件
反
射
で
あ
る
。
父
が
図
書
館
員
の
よ
う
に
大
陸
で
戦
死

し
な
か
っ
た
の
は
偶
然
に
過
ぎ
な
い）
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。

　

井
上
修
一
は
田
津
岡
の
戦
死
と
い
う
結
末
部
に
は
、「
戦
没
者
に
思
い
」
を

込
め
た
井
上
靖
の
感
情
移
入
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
田
津
岡
は
や
が
て
出
征

し
、
憧
れ
た
匈
奴
の
よ
う
に
力
尽
く
闘
っ
た
形
で
終
焉
を
迎
え
た
。
匈
奴
の

よ
う
に
肉
体
も
精
神
も
全
て
を
使
い
果
た
し
、
死
ん
で
い
っ
た
田
津
岡
の
姿

が
描
か
れ
、
よ
り
一
層
戦
争
の
残
酷
さ
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

日
本
の
昭
和
初
期
は
戦
争
の
時
代
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本

の
社
会
は
不
安
定
に
な
っ
た
。
井
上
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
に
京
都

大
学
の
哲
学
科
に
入
学
し
た
。
騒
々
し
い
社
会
背
景
の
下
で
、
就
職
難
で
、

井
上
は
未
来
に
希
望
を
持
て
ず
、
の
ら
く
ら
し
て
大
学
生
活
を
過
ご
し
た
。

井
上
は
こ
の
よ
う
な
京
大
時
代
の
経
歴
を
「
明
妃
曲
」
の
匈
奴
に
惹
か
れ
て

い
た
語
り
手
で
あ
る
「
私
」
に
投
影
し
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
閉
塞
し
た
時

代
状
況
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
、
匈
奴
に
憧
れ
た
図
書
館
事
務
員
・
田
津
岡
竜
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英
を
創
作
し
た
。
本
稿
で
は
、
作
中
の
「
私
」
と
田
津
岡
竜
英
が
憧
れ
て
い

た
匈
奴
の
こ
と
、
匈
奴
に
嫁
い
だ
王
昭
君
の
こ
と
、
及
び
小
説
の
結
末
で
の

田
津
岡
竜
英
の
戦
死
し
た
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

井
上
は
匈
奴
に
関
す
る
中
国
の
史
料
を
詳
細
に
調
べ
て
お
り
、「
明
妃
曲
」

に
は
、
匈
奴
が
行
動
力
を
持
っ
て
い
る
様
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
る
遊
牧
民

族
と
し
て
の
匈
奴
の
特
徴
や
、
習
俗
な
ど
も
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
井
上
は

『
漢
書
』、『
後
漢
書
』
及
び
元
曲
「
漢
宮
秋
」
の
中
で
、
王
昭
君
に
関
す
る
記

述
を
参
照
し
、
独
自
な
創
作
を
施
し
た
。
井
上
は
王
昭
君
の
従
来
中
国
の
史

料
に
描
か
れ
、
悲
劇
的
な
女
性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
捨
て
、「
明
妃
曲
」
に
お

い
て
、
匈
奴
に
憧
れ
て
い
た
田
津
岡
が
紹
介
し
た
新
資
料
の
中
に
、
暗
い
漢

朝
の
後
宮
か
ら
逃
げ
て
、
匈
奴
と
い
う
国
の
中
で
、
新
し
い
生
活
を
始
め
、

力
強
く
暮
ら
し
て
い
た
王
昭
君
を
描
い
た
の
で
あ
る
。
田
津
岡
が
話
し
た
王

昭
君
の
物
語
に
田
津
岡
と
「
私
」
の
匈
奴
へ
の
憧
れ
を
託
し
、
暗
い
自
ら
の

日
常
状
態
か
ら
逃
げ
出
し
た
い
と
い
う
想
い
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
明
妃
曲
」
の
結
末
で
は
、
大
陸
の
戦
争
の
た
め
に
、「
私
」
と
田

津
岡
竜
英
が
召
集
さ
れ
、
大
陸
へ
渡
っ
て
行
っ
た
記
述
が
あ
る
。
残
念
な
が

ら
田
津
岡
は
戦
死
し
た
。
こ
の
結
末
は
井
上
自
身
の
昭
和
十
二
年
（
一
九
三

七
年
）
か
ら
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）
ま
で
の
中
国
の
行
軍
体
験
と
重
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
田
津
岡
の
戦
死
を
通
し
て
、
井
上
の
戦
没
者
へ
の
思
い
も

表
れ
て
い
る
。

　
「
明
妃
曲
」
は
中
国
の
悲
し
い
女
性
で
あ
る
王
昭
君
の
こ
と
を
題
材
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
も
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
井
上
の
暗
く
て
彷
徨
え
る
京
都
大

学
時
代
の
こ
と
、
過
酷
な
戦
争
体
験
へ
の
思
い
が
表
れ
て
い
る
一
作
と
言
え

よ
う
。

注（
（
）�

班
固
『
漢
書　

下
巻　

列
伝
Ⅱ
』
小
竹
武
夫
訳　

筑
摩
書
房　

昭
和
五
十
四
年

十
一
月
二
十
五
日

（
1
）�

注（
（
）　

同

（
1
）�

班
固
『
漢
書
』
古
典
研
究
会　

汲
古
書
院　

昭
和
四
十
七
年
八
月

（
1
）�

注（
（
）
同

（
1
）�

『
全
譯
後
漢
書
』
汲
古
書
院　

平
成
二
十
八
年
九
月
八
日

（
1
）�

井
上
靖
「
西
域
に
招
か
れ
た
人
々
」『
西
域
』　

筑
摩
書
房　

昭
和
三
十
八
年
四

月
三
十
日

（
1
）�

赵
建
萍
《
试
分
析
井
上
靖
〈
明
妃
曲
〉
中
的
昭
君
形
象
》《
新
疆
职
业
大
学
学

报
》
第
十
八
卷
第
六
期　

平
成
二
十
二
年
十
二
月

（
1
）�

注（
1
）　

同

（
1
）�

注（
（
）　

同

（
（1
）�

注（
（
）　

同

（
（（
）�

注（
1
）　

同

（
（1
）�

注（
（
）　

同

（
（1
）�

注（
1
）　

同

（
（1
）�

注（
（
）　

同

（
（1
）�

井
上
靖
「
わ
が
青
春
放
浪
」
昭
和
三
十
七
年
四
月
十
一
日
よ
り
十
七
日
ま
で
『
讀

賣
新
聞
』
夕
刊
の
シ
リ
ー
ズ
「
青
春
放
浪
」
に
五
回
連
載

（
（1
）�

『
国
譯
漢
文
大
成　

還
魂
記
の
三　

漢
宮
秋
』
宮
原
民
平
譯
註　

國
民
文
庫
刊

行
會
編　

大
正
十
年
七
月
十
八
日

（
（1
）�
注（
（1
）　

同

（
（1
）�
注（
（1
）　

同

（
（1
）�

注（
（
）　

同
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（
11
）�

注（
1
）　

同

（
1（
）�

大
野
實
之
助
『
李
太
白
詩
歌
全
解
』
早
稲
田
大
学
出
版
部　

昭
和
五
十
五
年
五

月
十
日

（
11
）�
井
上
修
一
「《
解
説
》
父
の
作
品
と
体
験
」　
『
井
上
靖
短
編
集　

第
五
巻
』
岩
波

書
店　

平
成
十
一
年
四
月
八
日

※
井
上
靖
の
作
品
本
文
は
、『
井
上
靖
全
集　

第
六
巻
』（
平
成
七
年
十
月
十
日　

新
潮
社
）

に
拠
る
。
な
お
、
本
稿
の
引
用
部
分
の
ル
ビ
は
省
略
し
て
い
る
。
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Yasushi Inoue’s Meihi-kyoku（明妃曲）
― A Story of Admiration for the Huns ―

SU Yang

� Meihi-kyoku� is� a� short� story� written� by� the� Japanese� novelist� Yasushi�
Inoue�and�first�published� in�the�All Yomimono�magazine,� in�February�（（（（.�It�
tells� the� story� of� Ryūei�Tatsuoka,� a�man� full� of� admiration� for� the�Huns,� the�
ancient� nomadic� people� of� the� Western� Regions� of� China.� In� it,� he� shows�
‘Watashi’,� the� narrator� and� main� protagonist� in� the� novel,� a� new� historical�
document� about� Ōshōkun�（王昭君）.� Ōshōkun� was� one� of� the� women� in� the�
palace� of� the� Han� Dynasty� in� China,� who� married� a� king� of� the� Huns� after�
leaving�the�Han�Dynasty.
� Chinese� poems� and� novels� have� described� Ōshōkun� as� a� tragic� heroine�
because� she� was� forced� by� the� Han� Dynasty� Emperor� to� marry� a� man� of�
‘barbarian’�origin.�In�“People� invited�to�the�Western�Regions”，an�essay�written�
in� （（（（,� Inoue� stated� that� the� most� famous� tragedy� related� to� the� Western�
Regions� of� China� was� the� legend� of� Ōshōkun� and� clearly� shows� how� he� also�
considered� Ōshōkun’s� legend� to� be� a� tragedy.� However,� in� his� novel,� Meihi-
kyoku,�Inoue�depicted�Ōshōkun�differently�and�described�Ōshōkun�as�a�woman�
who� loves� a� young� Hun� man,� while� hating� the� Han� Dynasty� Emperor.� Why�
did� Inoue� create� a� different� image� of� Ōshōkun� in� his� novel?� Key� to� helping�
solve� this� problem� could� emerge� in� Tatsuoka.� He� is� a� man� who� is� relatively�
weak�physically,�which� is�why�he� respects� the� enormous� energy� of� the�Huns�
so�much.
� At�the�end�of�the�novel,�Tatsuoka�dies� in�a�battle� in�China,�during�World�
War�II� in�a�scene�which�reflects�Inoue’s�own�experience�as�a�soldier� in�China�
in�（（（（.� In� this�article,� I�will�point�out�which�parts�of� the�novel�were�created�
by�Inoue,�comparing�the�description�of�Ōshōkun� in�his�novel�with�her�descrip-
tion� in� historical� Chinese� books� and� plays.� I� will� also� analyze� why� Inoue�
created� a� different� image� of� Ōshōkun� admiring� the� Huns.� Finally,� I� will� also�
explain� the� connection� between� Tatsuoka’s� death� and� Inoue’s� experience� in�
China.

キーワード：�「私」（‘watashi’）、田津岡竜英（Ryūei�Tatsuoka）、�王昭君
（Ōshōkun）、�匈奴（the�Huns）




